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報彙

彙

報

二
〇
〇
四
年
度
　
学
会
行
事

新

入
生

歓
迎

会

　
本
年
度
は
、
前
年
度
ま
で
行
わ
れ

て
い
た
新
入
生

オ
リ

エ

ン
テ
羶
シ
ョ
ン
が
都
合
上
行
わ
れ
ず

、
新
入
生
と

の
会
話
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
史
学
会
委
員

に
と

っ
て
は
残
念

で
し
た
。

し
か
し
、
入
学
式

の
前
後

に
設
け

ら
れ
た
出
欠
確
認

や
書
類

提
出
な
ど
の
時
闘

に
、
新
入
生

の
み
な
さ

ん
と
顔

を
合

わ
せ

る
こ
乏
が
出
来

ま
し
た
。
彼

女
達

の
表
情

に
こ
れ
か
ら

の
大

学
生
活

へ
の
期
待
や
不
安

の
色
が
見

て
取
れ
た

の
で
、
私
達

上
回
生
が
新

入
生
を
し

っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
、
と

い
う
意

識
を
確
認

し
ま
し
た
。

新

入

生

歓

迎

バ

ス

ツ

ア

ー

　
　
四
月

三
β

(
土
)
　

滋
賀

・
三
井
寺

へ

　
当
日
の
昼
休

み
に
先
生
方

を
交
え

て
の
昼
食
会

を
開
き
、

先
生
方

に
虐
己
紹
介
を
、
ま
た
柴

田
先
生
か
ら
目
的
地

で
あ

る
三
井
寺

の
解
説
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
既

に
友
達

の

グ

ル
ー
プ
も
幾

つ
か
出
来

て
お
り
、
仲
良
く
昼
食
を
摂
り
な

が
ら
先
生

の
お
話

に
耳
を
傾
け
、
も
う
す
ぐ
始
ま
る
講
義

へ

の
意
欲

・
期
待
を
抱

い
た
と
思

わ
れ
る
新
入
生
の
姿

は
、
上

回
生

の
目
か
ら
見

て
も
非
常

に
頼
も

し
く
感
じ
ま
し
た
。

　
あ

い
に
く

の
曇
り
空
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、

「
花
曇
り
し

と

い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、
こ
の
季
節
は
あ
ま
り
す

っ
き

り
し
な

い
天
気
が
多

い
よ
う

で
す
。

し
か
し
三
井
寺

の
桜

は

今
が
盛
り
と
咲
き
誇
り
、
灰

色
の
空

に
も
く

っ
き

り
と
映
え

て
い
ま
し
た
。
観
光
客
で
賑
わ
う
寺

の
境
内
を
、
新

入
生
を

は
じ
め
先

生
方

や
史
学
会
委
員
も
自
由

に
散
策
し
、
満
開

の

桜
を
背
景

に
写
真
を
写
し
た
り
、
寺

の
高
台
か
ら
見

え
る
景

色

に
目
を
見
張

っ
た
り
と
思

い
思

い
の
時
間
を
過

ご
し
ま

し

た
。
　
帰
り
の
バ

ス
の
中
で
は
、
各

々
の
自
己
紹

介
を
行

っ
た
り
、

委
員
か
ら
史
学
会

に
つ
い
て
や
、
史
学
科

の
行
事

に

つ
い
て

の
説
朔

を
行

い
、
京
都

女
子
大
学
史
学
科

の
学
生
と
し
て

の

意
識
を
確
認

し
て
い
た
だ
け

た
よ
う

で
す
。
先
生
方

に
は
様

々
な
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
あ

り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

春
季
公
開
講
座

　
　
五
月
二
八
月

(金
)
　

」
四
二
〇
教
室
に
て

中
世
を
旅
す
る
1
公
卿
の
日
記
か
ら
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
学
教
授
　
稲
本
　
紀
昭
氏

ナ
ポ
レ
オ
ン
と
エ
ジ
プ
ト
遠
征

　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
大
学
院
教
授

杉
本
　
淑
彦
氏

卒
業
論
文
中
間
発
表
会

日
本
史
専
攻
　
　
　
十
月
十
二
日

(火
)
～
十
四
日

(木
)

東
洋
史
専
攻
　
　
　
十
月
十
三
日

(水
〉
～
十
四
日

(木
)

西
洋
史
専
攻
　
　
　
十
月
十
二
日

(火
)
～
十
三
日

(水
)

一
回

生

専

攻

分

け

説

明

会

　
　
十

一
月
十
九
日

(金

)　

J

二
二
四
教
室

に
て

　

こ
の
日
の
昼
休
み
に
先

生
方

と
昼
食
を
共
に
し
な
が
ら
、

二
回
生
に
向
け
て

の
専
攻
分
け
説
明
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

専
攻
ご
と
に
先
生
方
が
お
話

し
さ
れ
、
そ

の
後

で
質
疑
応
答

が
行
わ
れ

ま
し
た
。

一
回
生
の
皆
さ

ん
は
真
剣

な
表
清

で
先

生
方
の
お
話

し
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。
短

い
時

間
で
臓
あ
り

ま
し
た
が
、

二
回
生
か
ら
の
自
ら

の
進
路
を
決
定
す

る
た
め

の
良

い
手
助
け
と
な

っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
思
い
ま
す
。

秋
季
公
開
講
座

　
　
十

一
月
二
六
日

(金
)
　
J
四
二
〇
教
室
に
て

十
五
世
紀
ア
ジ
ア
海
域
の
中
国
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
学
教
授

檀
上

東
ア
ジ
ア
の
海
ー
中
国
南
朝

・
百
済

・倭
i

　
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
　
千
田

寛
氏

稔
氏

卒

業

生

予

餞

会

　
　

十
二
月

二
十
臼

(
月
)

　

四
回
生

の
卒
業
論
文
提

出
の
締
切
り
日
で
あ

っ
た
こ
の
日

に
、
毎
年
恒
例

の
予
餞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
場
所

は
例
年

ど
お
り

「
祗
園
か
が
り
火

し
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
四

回
生

の
方

々
に
は
多
数
参
加

し
て

い
た
だ
き
、
恩
師

で
あ
る

先
生
方
と
楽
し
く
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
さ
れ

て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
卒
業
論
文

を
無
事

に
提
出
さ
れ
た
先
輩

方
の
表
情

は
と

て

も
晴
れ
や
か
で
し
た
が
、

こ
の
約

一
年

の
間

に
は
苦
し
く
辛

い
時
期
も
あ

っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
乗

り
越
え
ら
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
こ
れ
か
ら

の
先
輩
方

の
人

生

に
と
て
も
大
き

な
意
義
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な

い
で
し

ょ
う
か
。
京
都
女
子
大
学
で
得

た
経
験
を
活
か
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
ご
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
祈

っ
て
い
ま
す
。

早

春

の

学

会

旅

行

　

　
三
月
二
七
日

(
日
)
・
二
八
日

(
月
)

　

岐
阜

の
高
山

・
白
川
郷
か
ら
石
川

の
兼
六
園
と

い
う
、

や

や
北

陸
に
近

い
地
方

の
旅

を
計
画
し
て

い
ま
す
。
毎
年
行

わ

れ
る
こ
の
史
学
会
旅
行
は
、
学
生
と
先
生
方
と
の
親
睦
を
深

め
る
た
め
の
と

て
も
良
い
機
会

で
す
。
普
段
大
学
で
見

る
事

の
出
来

な
卦
先
生
方

の
姿

を
拝
見
す
る
事

も
出
来

ま
す
し
、

回
生
を
超

え
て
触

れ
合
う
事
が
出
来
る

の
で
人
気

で
す
。
今

回

の
旅
も
先
生
方

に
多
く
ご
参
加

い
た
だ
け

た
ら
、
と
て
も

楽

し
い
旅
行

に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。　

(松
原
　
奈
美
)

二
〇
〇
四
年
度
　
史
学
科
講
義
題
目

　
史
学
科
共
通

講
義
　
史
学
研
究
入
門
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
教
授

　
史
学
研
究
入
門
B
　
　
　
　
　
柴
田
教
授
・
谷
口
助
教
授

　
日
本
史
概
論
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
本
教
授

　
田
本
史
概
論
B
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
浪
教
授

　
東
洋
史
概
論
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
教
授

　
東
洋
史
概
論
B
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
檀
上
教
授

　
西
洋
史
概
論
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
田
教
授

　
西
洋
史
概
論
招
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
松
教
授

考
古
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
川
講
師

民
俗
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
井
講
師

　
日
本
美
術
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
講
師

　
東
洋
美
術
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
浪
講
師

　
西
洋
美
術
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
宕
助
教
授

　
歴
史
地
理
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
教
授

m



窓史

　
人
文
地
理
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
教
授

　
自
然
地
理
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
馬
講
師

　
地
誌
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
教
授

講
読
　
漢
文
　
　
　
　
　
植
松
教
授

・
大
野
・
保
科

・
井
上
講
師

　
ラ
テ
ン
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　竹
中
助
教
授

演
習
　
史
学
基
礎
演
習
A
　
　
　
常
松

・
古
賀

・
稲
本

・
植
松

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田
教
授

・
母
利
助
教
授

　
史
学
基
礎
演
習
B
　
　
　
松
井

・
瀧
浪
・
檀
上
・
中
村

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
田
教
授
・
谷
口
助
教
授

　
日
本
史
専
攻

特
講
　
古
代
の
王
権
i
女
帝
を
通
し
て
見
た
ー
　
　
　
瀧
浪
教
授

　
古
代
豪
族

・
貴
族
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
浪
教
授

　
中
世
の
女
性
1
〃巫
女
"
に
つ
い
て
i
　
　
　
稲
本
教
授

　
中
世
の
社
会
-
荘
園
絵
図
、
参
詣
曼
陀
荼
の

　
　
世
界
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　稲
本
教
授

　
譜
代
大
名
井
伊
直
弼
の
思
想
形
成
と
政
治
行

　
　
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
利
助
教
授

　
近
代
日
本
の
国
際
社
会
認
識
　
　
　
　
　
　
　
小
林
講
師

　
近
代
日
本
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ

　
　
ズ
ム
の
形
成
と
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
講
師

　
近
世
武
士
の
日
常
生
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　柴
田
教
授

　
近
世
武
士
の
精
神
生
活
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
教
授

　
庶
民
の
側
に
立
っ
た
日
本
文
化
史
の
視
点

　
　
…
古
代

・
中
世
期
-
　
　
　
　
　
　
　
　
　山
路
講
師

　
庶
民
の
側
に
立
っ
た
旨
本
文
化
史
の
視
点

　
　
ー
中
世
後
期
・
近
世
-
　
　
　
　
　
　
　
　山
路
講
師

講
読
　
日
本
史
講
読
-
　
　
　
母
利
助
教
授
・
中
山
・
高
井
講
師

　
日
本
史
講
読
∬
　
　
　
　
瀧
浪

・
稲
本
教
授

・
吉
住
講
師

　
日
本
古
文
書
　
　
稲
本
教
授

・
母
利
助
教
授

・
中
山
講
師

演
習
　
日
本
史
演
習
-

　
　
　
　
　
　
　
瀧
浪

・
稲
本

・
柴
田
教
授

・
母
利
助
教
授

日
本
史
演
習
旺
瀧
浪

・
稲
本

・
柴

田
教
授

・
母
利
助
教
授

　
東
洋
史
専
攻

特
講
　
中
国
近
世
の
海
運
と
海
商

　
朝
鮮
古
代
史
を
考
え
る

　
古
代
東
北
ア
ジ
ア
史
を
考
え
る

　
イ
ス
ラ
…
ム
時
代
西
ア
ジ
ア
政
治
史

　
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
シ
リ
ア
の
諸
都
市

　
中
国
史
学
史
-
清
代
前
期
史
学
史
ー

　
中
国
史
学
史
ー
清
代
後
期
史
学
史
i

　
植
松
教
授

　
田
中
講
師

　
田
中
講
師

谷
口
助
教
授

谷
口
助
教
授

　
木
田
講
師

　
木
田
講
師

　
出
土
文
字
史
料
に
よ
る
中
国
古
代
史
の
再
構

　
　
築
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
教
授

　
周
代
史
の
再
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
弁
教
授

　
中
華
帝
国
と
朝
鮮
ー
清
末
東
ア
ジ
ア
に
お
け

　
　
る
伝
統
と
近
代
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本
講
師

　
属
国
と
自
主
の
あ
い
だ
1
清
末
東
ア
ジ
ア
に

　
　
お
け
る
伝
統
と
近
代
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
講
師

講
読
　
東
洋
史
講
読
王
　
　
　
　
　
　
　
檀
上
教
授
・
藤
井
講
師

　
東
洋
史
講
読
且
　
　
　
　
　
　
　
植
松
教
授
・
岡
本
講
師

　
東
洋
史
講
読
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　檀
上
・
松
井
教
授

演
習
　
東
洋
史
演
習
-

　
　
　
　
　
　

松
井

・
植
松
・
檀
上
教
授
・
谷
口
助
教
授

東
洋
史
演
習
-

　
　
　
　
　
　

松
井

・
植
松
・
檀
上
教
授

・
谷
口
助
教
授

　
西
洋
史
専
攻

特
講
　
一
九
二
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
一
-
禁
酒
法
の

　
　
時
代
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　常
松
教
授

　
一
九
二
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ー
不
寛
容
の

　
　
時
代
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
松
教
授

　
西
洋
古
代
に
お
け
る
戦
争
観
と
平
和
観
ー
ヘ

　
　
ブ
ラ
イ
人
、
ギ
リ
シ
ア
人
、
ロ
ー
マ
人
の

　
　
場
合
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
田
教
授

　
ロ
ー
マ
帝
国
と
キ
リ
ス
ト
教
　
　
　
　
　
　
　新
田
教
授

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
中

・
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
　
史
の
再
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

服
部
講
師

　
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
教
育
と
社
会
　
上
垣
講
師

　
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
中
等
教
育
と

　
　
青
年
期
教
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
垣
講
師

　
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
と
イ
ギ
リ
ス
史
　
　
　
　
　
　
古
賀
教
授

　
近
代
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
　
　
古
賀
教
授

　
バ
ル
カ
ン
地
域
の
東
西
文
化
交
流
　
　
　
　
　
中
村
教
授

　
中
央
ア
ジ
ア
、
ユ
:
ラ
シ
ア
東
北
部
の
東
西

　
　
文
化
交
流
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
教
授

講
読
　
西
洋
史
講
読
-
　
　
　
　
　
　
　
　
　古
賀

・
常
松
教
授

　
西
洋
史
講
読
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
講
師

　
西
洋
史
講
読
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
講
師

演
習
　
西
洋
史
演
習
-
　
　
　
　
　
　
新
田
・
古
賀

・
常
松
教
授

　
西
洋
史
演
習
矼
　
　
　
　
　
　
新
田
・
古
賀

・
常
松
教
授

〔注
〕
A
は
前
期
、
B
は
後
期
、
特
記
し
て
い
な
い
も
の
は

前
後
期
共
通
。
た
だ
し
特
講

(特
殊
)
に
つ
い
て
は
、
同
一

担
当
者
が
前
後
期
そ
れ
ぞ
れ
別
の
題
目
を
掲
げ
て
い
る
場
合

は
、
前
期

・
後
期
の
順
に
掲
載
し
、
科
目
名
と
A
・
B
の
記

号
は
省
略
し
た
。

二
〇
〇
四
年
度
　
卒
業
論
文
題
目

日
本
史
専
攻

秋
本
　
美
智
　
藤
原
氏
と
菅
原
道
真

姉
崎
　

碧

古
代
出
雲
ー

『記
紀
』
神
話
の
背
景
ー

安
藤
　
智
美
　
八
幡
神
の
変
遷

伊
藤

彩
子

伊
勢
神
宮
の
転
機
に
つ
い
て

井
藤

杏
子

雅
楽
寮
の
衰
退
に
つ
い
て

井
上
　
伸
子
　
古
代
女
性
の
穢
れ

榎
木
美
保
子
　
近
江
商
入
ー
家
訓
・
店
則
の
研
究
と
今
日
に

　
　
　
　
　
　

伝
わ
る

「
三
方
よ
し
」
ー

岡
島

純
子
　
近
世
農
民
の
生
活
意
識
と
子
育
て

岡
田
　
昌
子
　
祗
園
御
霊
会
の
成
立
に
つ
い
て
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彙　　　報

小
笠
原
五
+
鈴
　
廃
娼
運
動
;
娼
妓
の
解
放
と
は
1

門
倉
　
礼
奈
　
ジ
ョ
セ
ブ
彦
-
日
米
か
ら
得
た
物
事
の
見

　
　
　
　
　
　
　
方
-

金
子
　
夕
生
　
学
校
給
食
と
G
H
Ω

河
田
　
元
子
　
旅
の
記
録
か
ら
見
る
金
毘
羅
参
詣
ー
江
戸
時

　
　
　
　
　
　
　
代
後
期
を
中
心
に
ー

菅
　
　
慶
子
　

「高
木
在
中
日
記
」
か
ら
見
た
幕
末
期
庶
民

　
　
　
　
　
　
　
間
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

神
作
　
亜
衣
　
甲
斐
武
田
氏
と
寺
社

北
出
麻
衣
子
　
律
令
制
度
下
に
お
け
る
三
関
の
研
究

金
原
　
寿
江
　
朝
鮮
に
お
け
る
植
民
地
時
代
の
学
校
ー
書
堂

　
　
　
　
　
　
　
と
簡
易
学
校
か
ら
み
る
朝
鮮
総
督
府
の
教

　
　
　
　
　
　
　
育
支
配
ー

久
野
　
晃
子
　
食
の
変
化
か
ら
見
た
現
代
日
本
の
一
考
察

久
納
　
麻
子
　
中
世
の
天
狗
i
仏
敵
か
ら
怨
霊
へ
i

小
林
恵
理
子
　
え
え
じ
ゃ
な
い
か
騒
動
に
お
け
る
支
配
者
層

　
　
　
　
　
　
　
の
対
応

小
森
　
麻
澄
　
平
安
時
代
の
美
女

榊
　
　
悠
圭
　
神
仏
分
離
令
-
薩
摩
地
域
を
中
心
に
ー

佐
賀
　
裕
子
　
菅
原
道
真
の
墓
と
安
楽
寺
の
成
立

佐
々
木
花
奈
　
北
条
氏
照
の
八
王
子
領
支
配

佐
々
木
容
子

牧
の
方
考
察
-
鎌
倉
武
家
女
性
研
究
を
通
じ

　
　
　
　
　
　
　
て
1

霜
山

史
江

入
び
と
の
妖
怪
観
ー
妖
怪
図
鑑
が
生
ま
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
わ
け
i

菅
原
　
朋
子
　
秋
田
藩
と
上
方
i
西
廻
り
海
運
の
発
達
に
関

　
　
　
　
　
　
　
連
し
て
ー

杉
村
　
知
花
　
雛
祭
形
成
考
-
江
戸
に
お
け
る
雛
祭
り
の
成

　
　
　
　
　
　
　
立
と
展
開
1

妹
尾
明
日
香
　
春
日
斎
女
に
つ
い
て
の
一
考
察

妹
尾
　
陽
子
　
日
本
中
世
社
会
に
お
け
る
老
人
観

高
井
　
理
恵
　

『若
山
要
助
日
記
』
に
見
る
幕
末
京
都
に
お

　
　
　
　
　
　
　
け
る
庄
屋
の
仕
事
と
生
活

高
木
　
　
泉

青
岸
渡
寺
号
に
つ
い
て

竹
井
　
千
実
　
結
髪
の
起
源
と
伝
播

辻

晃
子

生
類
憐
み
令
に
つ
い
て

筒
井
　
裕
子
　
近
世
京
都
二
条
薬
種
問
屋
に
つ
い
て
i
京
都

　
　
　
　
　
　
　
町
触
集
成
を
手
が
か
り
に
ー

富
山
亜
紀
子
　
一
九
五
〇
年
の
日
本
と
若
者
の
反
戦
活
動

　
　
　
　
　
　
　
i
朝
鮮
特
需
の
音
心味
-

豊
森
　
晶
子
　
江
戸
時
代
に
お
け
る
庶
民
の
結
婚
に
つ
い
て

仲
澤
　
葉
子
　
江
戸
の
銭
湯
ー
銭
湯
誕
生
か
ら
湯
女
風
俗
終

　
　
　
　
　
　
　
焉
ま
で
ー

中
路
久
美
子

幕
末
の
瓦
版
i

『風
俗
史
料
貼
込
帖
』
を
素

　
　
　
　
　
　
　
材
に
ー

仲
田
　
麻
美
　
太
平
洋
戦
争
期
の
天
皇
思
想
-
民
衆
の
考
え

　
　
　
　
　
　
　
を
中
心
に
ー

中
野
由
紀
子
　
江
戸
時
代
の
州
之
江
村
に
お
け
る
支
配
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
い
て

永
富
絵
里
子

三
昧
聖
に
つ
い
て
の
一
考
察

難
波
江
恵
梨
　
県
犬
養
茂
と
県
犬
養
門
に
つ
い
て

南
部
　
尚
子
　
室
町
前
期

の
幕
府
外
交
と
博
多
の
禅
宗

　
　
　
　
　
　
　
ー

『
老
松
堂
日
本
行
録
』
を
中
心
に
ー

南
保
　
朋
子
　
平
安
貴
族
の
食
と
思
想

沼
澤
　
　
綾
　
淀
殿
-
北
政
所
と
の
関
係
ー

野
一
色
紗
代
　
西
国
三
十
三
所
巡
礼
と
鴨
田
遺
跡

野
崎
　
晶
世
　
吉
備
真
備
と
遣
唐
使

野
田
　
優
子
　
南
蛮
屏
風
と
宝
船
図
の
関
係

萩
原
由
利
枝
　
江
戸
時
代
の
公
家
と
大
名
の
婚
姻
関
係

服
部
　
美
輪
　
源
義
経
と
平
泉

樋
口
　
真
美
　
河
内
木
綿
の
歴
史
ー
な
ぜ
全
国
的
な
地
位
を

　
　
　
　
　
　
　
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
i

平
井
真
理
子
　
草
津
宿
の
助
郷
1
そ
の
拡
大
と
負
担
状
況
-

平
山
　
静
香
　
十
市
皇
女
に
つ
い
て
の
一
考
察

藤
井
　
妙
子
　
江
戸
期
の
花
火
ー
御
触
書
に
み
る
三
都
の
比

　
　
　
　
　
　
　
較
1

南
　
　
明
子
　
八
坂
女
紅
場
と
祗
園
町
南
側

南
　
絵
里
子
　
近
代
に
お
け
る
旅
行
の
発
達
i
明
治
三
十
八

　
　
　
　
　
　
　
年
か
ら
大
正
十
五
年
を
中
心
に
ー

南
　
　
里
恵
　
　『葉
隠
』
の
歴
史
的
意
義
…
戦
時
期
の
刊
行

　
　
　
　
　
　
　
本
を
中
心
に
ー

山
口
由
希
子
　
熊
野
詣
-
参
詣
記
を
中
心
に
…

山
田
　
朋
子

島
津
氏
の
琉
球
侵
攻
と
巳
琉
関
係
の
変
遷

山
田
　
裕
美
　
室
町
時
代
の
河
原
者

山
本
　
血凩
子
　
京
都
市
の
学
童
集
団
冖疎
開
に
つ
い
て

横
山
麻
衣
子
　
公
娼
制
度
撤
廃
の
あ
ゆ
み

吉
賀
　
牧
子
　
人
力
車
観
に
つ
い
て

吉
村
　
安
奈
　
古
代
の
八
幡
宮
神
職
の
変
遷

渡
辺
　
絵
美
　
近
世
に
お
け
る
大
相
撲
の
成
立
ー
興
行
を
支

　
　
　
　
　
　
　
え
る
相
撲
年
寄
i

渡
辺
　
桂
子
　
藤
原
不
比
等
と
皇
室

和
田
　
麻
未
　
大
津
皇
子
謀
反
す

　
東
洋
史
専
攻

井
田
　
美
幸
　
ガ
ン
デ
ィ
ー
、
ジ
ン
ナ
ー
の
将
来
構
想
と
政

　
　
　
　
　
　
　
治
的
位
相
ー
イ
ン
ド
分
離
独
立
の
あ
ゆ
み

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
…

市
川
　
加
奈
　
漢
代
の
皇
太
后
権
力
に
つ
い
て

今
井
　
深
希
　
川
蔵
公
路
ー
清
代
以
後
の
利
用
と
開
発
ー

小
國
　
尚
子
　
諸
葛
亮
像
の
変
遷
と
実
像

上
出
　
彩
乃
　
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
お
け
る
多
宗
教
混
在

木
根
　
瑤
美
　
南
宋
期
に
お
け
る
沿
海
防
備
と
東
ア
ジ
ア
の

　
　
　
　
　
　
　
海
上
交
通
-
四
明
を
中
心
に
i

櫛
田
　
良
美
　
古
代
中
国
の
七
夕
に
つ
い
て

神
村
　
安
希
　
西
周
後
期
の
周
王
像
の
変
遷
-
宣
王
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
に
し
て
ー

児
島
ま
ど
か
　
宋
代
の
商
品
流
通
に
つ
い
て

小
林
加
奈
子
　
北
宋

・
煕
寧
期
に
お
け
る

「振
工
」
ー
飢
民

　
　
　
　
　
　
　
の
雇
傭
政
策
i

坂
本
　
智
香
　
フ
ビ
ラ
イ
と
大
都
の
平
面
計
画

清
水
は
る
か
　
麹
氏
亠咼
昌
国
の
官
制
ー
吐
魯
番
出
土
文
書
の

　
　
　
　
　
　
　
分
析
ー

田
浦

惟
子

抗
日
民
族
統

一
戦
線
に
お
け
る
中
国
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
と
救
国
会
派
知
識
人

辻
尾
香
奈
恵

唐
の
国
際
秩
序
観
ー
周
辺
諸
民
族
の
序
列

　
　
　
　
　
　
　
化
ー

砥
綿
　
麻
衣
　
李
朝
前
期
に
お
け
る
奴
婢
の
実
像
ー
両
班
と

　
　
　
　
　
　
　
の
関
係
を
中
心
に
i

西
浦

恭
子

十
五
～
十
六
世
紀
に
お
け
る
明
蒙
関
係
に
関

　
　
　
　
　
　
　
す
る
一
考
察
-
朝
貢
体
制
か
ら
馬
市
体
制

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ー

沼
尾
　
　
茜
　

『
天
主
実
義
』
と
イ
エ
ズ
ス
会
士
マ
テ
オ
・

　
　
　
　
　
　
　
リ
ッ
チ
の
中
国
思
想
観

野
村
　
知
世
　
明
中
期
の
荊
襄
地
区
と
流
民
問
題
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史 窓

長
谷
川
喜
子
　
康
熈
齋
の
測
図
事
業
と
そ
の
意
義
1

『皇
輿

　
　
　
　
　
　
　
全
覧
図
』
の
作
成
を
と
お
し
て
ー

藤
本
　
泰
葉

唐
代
キ
タ
イ
族
の
自
立
へ
の
歩
み

堀
内
　
裕
子
　
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
毛
織
物
交
易
-
十

　
　
　
　
　
　
　
五
世
紀
後
半
～
十
六
世
紀
前
半
の
イ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
ン
ブ
ル
を
中
心
に
1

本
田
　
慈
子
　
魏
晋
時
代
の
人
物
評
価
ー
王
羲
之
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
に
i

前
田
　
諒
子
　
ス
キ
タ
イ
の
異
文
化
受
容

馬
渕
美
由
紀
　
漢
代
皇
帝
陵
の
変
遷

山
内
　
彩
子
　
三
星
堆
遺
跡
か
ら
み
た
古
代
蜀

山
廻
菜
都
美
　
ト
ル
フ
ァ
ン
の
登
籍
ソ
グ
ド
人

山
本
絵
里
子
　
　『時
務
報
』
に
お
け
る
梁
啓
超
の
啓
蒙
思
想

西
洋
史
専
攻

青
木

　
礼
子
　

ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
存
在
意
義
ー

エ
ジ
プ
ト
女

　
　

　
　
　
　
　
王

の
夢
見
た
帝
国
と
は
ー

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ　ソ　ド

阿
賀
加
奈
子
　
夢
と
現
実

の
輪
舞
ー
皇
太

子

ル
ド
ル
フ
の
実

　
　

　
　
　
　
　
像
ー

石
田
　
直
香

　
ジ

ェ
ン
ト
リ
の
活
動
ー

エ
リ
ザ
ベ
ス
期
か
ら

　
　

　
　
　
　
　
ス
テ

ユ
ア
ー
ト
期
初
期

に
お
け
る
ー

今
井

　
　
彩
　
南
米
イ

ェ
ズ

ス
会
士
に
よ
る

「
魂

の
征
服
」

上
野
み
ど

り
　
ギ

リ
シ
ア
の
宗
教
と
そ

の
衰
退

植
村

　
真
弓
　

「
血

の
輸
出
」
ー

ス
イ

ス
人
傭
兵
制
度

の
歴

　
　

　
　
　
　
　
史
的
展
開
i

大
幡
　
莉
沙
　
プ
ラ
ト

ン
の
理
想
国
家
と
古
代

ギ
リ
シ
ア

岡
野

　
朝
.香

　
メ
ア
リ

・
ウ
ル
ス
ト

ン
ク
ラ

フ
ト
の
恋
一愛
経

　
　

　
　
　
　
　
験

と
女
性
解
放
論
i

『
女
性

の
権
利

の
擁

　
　

　
　
　
　
　
護
』
を
中
心

に
ー

小
沢

　
美
保
　

フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
と
階
級
社

会

小
田
澤
朋
子
　

「
ジ

ャ
ン
ヌ

・
ダ

ル
ク

の
肖

像
」

の
変

遷

　
　

　
　
　
　
　
ー

フ
ラ
ン
ス
革
命
期
前
後
～

一
九
世
紀
中

　
　

　
　
　
　
　
期
を
中

心
に
1

加
賀
美
朋
子

　
大
英
帝
困

の
衰
退
要
因
に

つ
い
て

北
川

　
明
美
　
カ

ー
ル
五
世

の
対
オ

ス

マ
ン
政
策

北
原

　
久
美
　

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ

ル
i

羽
ば

た
く
ド
イ

ツ

　
　

　
　
　
　
　
青
年
ー

久
万
　
幸
恵
　

一
八
世
紀
末

イ
ギ
リ

ス
海
軍

の
反
乱
と
そ

の

　
　
　

　
　
　
　
性
格

組

田
　
陽
子
　
総
統

の
子
ど
も
た
ち
ー

ヒ
ト
ラ
ー

・
ユ
ー
ゲ

　
　
　

　
　
　
　
ン
ト
体
制
-

桑
原
　
有
紀
　

一
六
世
紀

イ
ギ
リ

ス
人
文
主
義
と
女
性
教
育

佐
伯
　
麻
衣
　

ハ
ン

ニ
バ
ル
戦
争
と

ロ
ー

マ
ー

カ
ン
ネ
の
戦

　
　
　

　
　
　
　
い
を
と
お
し
て
ー

境

　
　
美
穂
　
中
世

ド
イ
ツ
の
王
権
ー

フ
リ
ー
ド

リ
ヒ

一
世

　
　
　

　
　
　
　
パ
ル
バ

ロ
ッ
サ
を
見
な
が
ら
ー

佐
々
木
芳
美

カ

エ
サ
ル
暗
殺
後

の
ロ
ー

マ
の
内
乱
ー

オ
ク

　
　
　

　
　
　
　
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
と
ア

ン
ト

ユ
ウ

ス
の
対

　
　
　

　
　
　
　
立
ー

真

田
　
愛
弓
　
バ

レ
エ
の
起
源
と
歴
史

澤

凰
　
委
久
　
古
代

エ
ジ
プ

ト
人

の
死
生
観
ー
自
然
的
要

因

　
　
　

　
　
　
　
と
再
生

・
復
活
思
想
-

柴

田
佐
恵
子
　

メ
キ

シ
コ
革
命
と

フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
流
れ

清

水
由

理
子

　
キ

エ
フ
公
国

の
形
成
ー

ギ
リ
シ

ャ
へ
の
道

と

　
　
　

　
　
　
　
ル
ー

シ
の
洗
礼
ー

高
松

　
明
奈

　
ギ
リ

シ
ア
人
と

オ
リ
ン
ピ
ア
競
技
会

樽

谷
佐
知
子

　
フ
ラ
ン
ク
王
国
と
教
会
ー

カ
ー
ル
の
戴
冠
-

外
崎
司
佑
子

　
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
の
実
態
i

「
戦
場

の
ピ

ア

ニ

　
　
　

　
　
　
　
ス
ト
」

シ
.一
ピ

ル

マ
ン

の
生

涯

を

通

し

　
　
　

　
　
　
　
て
-

鳥
居
有
紀
子

　
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
に
お
け
る
ル
ネ
サ
ン
ス
の
盛

　
　
　

　
　
　
　
衰
ー

メ
デ

ィ
チ
家
を
中

心
に
ー

中
谷
　
優
子
　

ロ
ー

マ
人

の
日
常
生
活
ー

ポ

ン
ペ
イ
を
中

心

　
　
　

　
　
　
　
に
ー

迫
間
　

　
茜
　
労
働
者

の
絆
ー

一
九
世
紀
関

の
酒
場
を
舞
台

　
　
　

　
　
　
　
に
i

橋

爪
　
明
菜

　
黒
死
病
と
そ

の
影
響
ー

イ

ン
グ
ラ
ン
ド
を
中

　
　
　

　
　
　
　
心
に
ー

幡

司
　
絵
美
　

ス
パ
ル
タ
ク
ス
の
反
乱
ー
奴
隷
た
ち
が
目
指

　
　
　

　
　
　
　
し
た
も
の
i

原
田
　
深
雪

　
教
皇
権

と
皇
帝
権

の
確
執
ー
両
剣
論
を
中

心

　
　
　

　
　
　
　
に
ー

藤
木
　
美
里
　
宗
教
改
革
期

の
ス
イ

ス
盟
約
者
団

冨

士
田
季
子

　
か
け
ぬ
け

た
理
想
郷
ー
合
衆
国
憲
法
修
正
第

　
　
　

　
　
　
　

一
八
条

の
実
現
と
そ
の
行
方
ー

前

田
絵
梨
子
　
ア

メ
リ
カ
の
フ
リ

ー
メ
ー
ソ
ン
精
神

松
石
　
苑
子
　
テ

ン
プ

ル
騎
士
団

の
解
体
ー

フ
ィ
リ

ッ
プ

四

　
　

　
　
　

　

世

に
よ
る
逮
捕
と
そ
の
要
因
i

松

尾

玲
夏

ポ

ン
パ
ド

ゥ
ー
ル
侯

爵
夫
人

の
宮
廷
に
お
け

　
　

　
　
　

　

る
行
動
と
理
念

松
本
　
梨
佐
　
古
代

ギ
リ
シ
ア
の
女
性
ー
そ

の
虚

像

と

実

　
　

　
　
　

　

像
-

宮
本
加
奈
子
　

ク
レ
オ
パ
ト
ラ
ー
そ
の
生
涯
と
人
物
像
ー

山

口
　

笑
美
　
革
命
祭
典
ー
そ

の
実
態
と
意
義
ー

由
H本
　
　
　
離四
　
　"ハ
ビ
ン
ト
ン
陰
欝課
諞畢
漉什

山
本

宜
ハ季

　
異
端

王
ア
ク

ェ
ン
ア
テ

ン
…

ア
ク

エ
ン
ア
テ

　
　

　
　
　

　
　
ン
の
宗
教
改
革
と
そ
の
影
響
-

吉
本
　
享
子
　
ポ

ン
パ
ド

ゥ
ー
ル
夫
人

と

「
同
盟
関

係
の
逆

　
　

　
　
　

　

転

」

二
〇
〇
四
年
度
　
大
学
院
文
学
研
究
科

　
史
学
専
攻
博
士
前
期

(修
士
)
課
程
講
義
題
目

特
論
　
古
代
都
市
形
成
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
浪
教
授

　
平
安
京
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　瀧
浪
教
授

　
中
世
伊
勢
神
宮
領
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
本
教
授

　
戦
国
期
の
社
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　稲
本
教
授

　
幕
末
期
会
津
藩
の
政
治
動
向
　
　
　
　
　
　母
利
助
教
授

※
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
観
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
　
小
林
講
師

※
近
代
日
本
の
平
和
論
と
小
国
主
義
　
　
　
　
　
小
林
講
師

　

『
丁
卯
日
記
』
を
読
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
講
師

　
近
世
の
パ
ス
ポ
ー
ト
体
制
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
教
授

※
日
本
文
化
史
特
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
路
講
師

　
日
本
古
文
齧
学
特
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　下
坂
講
師

　
中
国
古
代
申
世
史
特
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
教
授

　
元
代
沿
海
地
域
社
会
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
檀
上
教
授

　
明
代
沿
海
地
域
社
会
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
檀
上
教
授

　
中
国
社
会
史
特
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
松
教
授

※
中
華
帝
国
と
朝
鮮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
講
師

※
中
国
史
学
史
ー
清
代
前
期
史
学
史
　
　
　
　
　
木
田
講
師

※
中
国
史
学
史
ー
清
代
後
期
史
学
史
　
　
　
　
　
木
田
講
師

　
前
近
代
ア
ラ
ブ
地
域
の
ウ
ラ
マ
ー
　
　
　
　
谷
口
助
教
授

　
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
に
お
け
る
口
承
の
尊
重
　
谷
口
助
教
授

114



報彙

※
、バ
ル
カ
ン
に
お
け
る
東
西
文
化
交
流
　
　

　

中
村
教
授

※
中
央
ア
ジ
ア
・
北
東
ア
ジ
ア
の
東
西
文
化
交

　
　
流
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
教
授

　
キ
リ
ス
ト
教
と
ロ
ー
マ
帝
国
　
　
　
　
　
　
　新
田
教
授

　
西
洋
古
代
に
お
け
る
理
想
国
家

・
理
想
的
支

　
　
配
者
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

新
田
教
授

※
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
台
と
中
・
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
　
史
の
再
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　服
部
講
師

　
産
業
革
命
期
イ
ギ
リ
ス
の
民
衆
と
政
治
　
　
　
古
賀
教
授

　
ア
メ
リ
カ
現
代
政
治
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
教
授

　
ア
メ
リ
カ
大
衆
社
会
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
教
授

※
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
教
育
と
社
会

上
垣
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(※
は
学
部
共
通
)

演
習
　
日
本
史
演
習
1
・
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　瀧
浪
教
授

　
日
本
史
演
習
m
・
W
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
本
教
授

　
日
本
史
演
習
V
.
W
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
利
助
教
授

　
日
本
史
演
習
W

・
W
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　柴
田
教
授

　
東
洋
史
演
習
1
・
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
教
授

　
東
洋
史
演
習
皿
.
y
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
松
教
授

　
東
洋
史
演
習
V
.
M
　
　
　
　
　
　
　

　
　檀
上
教
授

　
東
洋
史
演
習
W

.
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　谷
口
助
教
授

　
西
洋
史
演
習
1
.
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
田
教
授

　
西
洋
史
演
習
皿
.
y
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
賀
教
授

　
西
洋
史
演
習
V
.
M
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　常
松
教
授

〔注
〕
特
論
に
つ
い
て
は
、
題
目
が
示
さ
れ
て
い
る
科
目
は

題
目
を
掲
げ
、
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
科
饅
名
を
記
し
た
。

同

一
担
当
者
が
前
後
期
そ
れ
ぞ
れ
別
の
題
目
を
掲
げ
て
い
る

場
合
は
、
前
期

・
後
期
の
順
に
掲
載
し
た
。
そ
の
他
は
前
後

期
共
通
。

　
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
講
義
題
目

特
殊
研
究

日
本
史
特
殊
研
究
-
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
浪
教
授

日
本
史
特
殊
研
究
E
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　稲
本
教
授

日
本
史
特
殊
研
究
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
講
師

臼
本
史
特
殊
研
究
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　柴
田
教
授

東
洋
史
特
殊
研
究
-
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
教
授

　
東
洋
史
特
殊
研
究
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
松
教
授

　
東
洋
史
特
殊
研
究
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
檀
上
教
授

　
東
洋
史
特
殊
研
究
W
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口
助
教
授

　
西
洋
史
特
殊
研
究
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
田
教
授

　
西
洋
史
特
殊
研
究
韮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
賀
教
授

　
西
洋
史
特
殊
研
究
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
教
授

二
〇
〇

四

年
度
　
大

学

院
修

士
論

文
題

目

末
浪
　
聡
子
　
下
田
菊
太
郎
論
の
再
検
討
ー
『
思
想
と
建
築
』

　
　
　
　
　
　
　
を
題
材
に
1

桝
村
　
麻
貴
　
陶
磁
器
業
の
近
代
化
-
信
楽
陶
器
同
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
の
設
立
と
展
開
を
中
心
に
ー

吉
川
　
芙
佐
　

「
京
都
市
三
大
事
業
」
の
再
検
討
ー
上
下
水

　
　
　
　
　
　
　
道
敷
設
問
題
を
め
ぐ
っ
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(以
上
日
本
史
)

紙
子
沙
弥
香
　
第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
と
第
二
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争

　
　
　
　
　
　
　

(バ
ル
・
コ
ホ
バ
の
反
乱
)
の
比
較
研
究

刀
谷
　
文
子
　
ル
イ
十
六
世
裁
判
と
諸
党
派
・
世
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(以
上
西
洋
史
)

二
〇
〇

四
年

度
　
大

学
院

行
事

研
究
発
表
会

・
そ
の
他

　
四
月
　
二
二
日
　
大
学
院
歓
送
迎
会

(悠
悠
亭
に
て
)

　
五
月
　
　
七
日
　
第
一
回
定
例
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
事
件
と
黒
手
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
-
　
福
池
　
弥
生

　
　
　
　
　
　
　

西
洋
中
世
初
期
社
会
経
済
史
の
一
考
察
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
ン
パ
…
ニ
ュ
の
大
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
1
　
西
村
　
明
子

　
　
　
　
　
　
　

明
代
嘉
靖
期
の
鎮
守
宦
官
対
策
と
北
辺

　
　
　
　
　
　
　
　

防
衛
　
　
　
　
M
I
　
大
川
　
沙
織

　
　
　
　
　
　
　

劉
向

『列
女
伝
』
か
ら
見
る
漢
代
の
女

　
　
　
　
　
　
　
　

性
　
　
　
　
M
l
　
鍋
島
多
映
子

　
　
　
　
　
　
　

近
世
庶
民
と
暦
ー
古
谷
道
庵
日
乗
記
か

　
　
　
　
　
　
　
　

ら
読
み
解
く
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

D
-
　
川
崎
　
理
恵

　
　
　
　
　
　
　

鳥
取
藩

「在
方
諸
事
控
」
に
み
る
子
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
存
在
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
-
　
棚
村
　
益
香

　
　
　
　
　
　
　
お
雇
い
外
国
人
　
ジ
ュ
ー
ル
・
ブ
リ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
　
　
　
　
　
M
1
　
加
藤
麻
百
合

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
初
期
に
お
け
る
女
給
と
カ
フ
ェ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
1
　
村
田
　
瑞
穂

　
　
　
　
　
　
　
清
代
長
江
三
峡
の
航
道
整
備
事
業
と
周

　
　
　
　
　
　
　
　
辺
商
人
層
　
　
D
1
　
森
永
　
恭
代

七
月
　
　
九
日
　
第
二
回
定
例
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
ユ
ダ
ヤ
戦
争
と
叛
乱
の
指
導
者
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
2
　
紙
子
沙
弥
香

　
　
　
　
　
　
　
信
楽
焼
の
近
代
的
発
展
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
2
　
桝
村
　
麻
貴

　
　
　
　
　
　
　

「京
都
市
三
大
事
業
」
の
再
検
討
-
上

　
　
　
　
　
　
　
　
下
水
道
敷
設
問
題
を
め
ぐ
っ
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
2
　
吉
川
　
芙
佐

　
　
　
　
　
　
　
帝
冠
様
式
　
　
　M
2
　
末
浪

聡
子

　
　
　
　
　
　
　
清
末
の
婦
人
雑
誌
の
女
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
2
　
井
上
　
麻
美

　
　
　
　
　
　
　
元
代
の
陶
磁
器
流
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
2
　
遠
藤
あ
か
ね

十
二
月
二
二
日
　
第
三
回
定
例
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
三
条
実
万
の
思
想
形
成
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
3
　
佐
竹
　
朋
子

　
　
　
　
　
　
　

『
四
時
月
令
詔
條
』
小
攷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
-
　
馬
場
理
惠
子

修
士
論
文
中
間
発
表
会

　
十
一
月
十

一
日

(木
)

　
　
　
　
　
　
　

中
国
の
婦
人
新
聞
・
雑
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
井
上
　
麻
美

　
　
　
　
　
　
　

輸
出
陶
磁
か
ら
み
る
元
代
の
海
上
貿
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
遠
藤
あ
か
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
ル
イ
十
六
世
裁
判
と
諸
党
派

・
世
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
3
　
刀
谷
　
文
子

　
　
　
　
　
　
　

第

一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
と
第
二
次
ユ
ダ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　

戦
争

(バ
ル
・
コ
ホ
バ
の
反
乱
)
の

　
　
　
　
　
　
　
　

比
較
研
究
　
　
M
2
　
紙
子
沙
弥
香
　
鮖



窓史

十

一
月
十

二
日

(金
)
下
田
菊
太
郎
と
帝
冠
様
式

　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
末
浪

聡
子

明
治
後
期
か
ら
大
正
前
期
の
内
地
向
窯

　

業
の
一
考
察
-
信
楽
焼
を
中
心
と
し

　

て
ー
　
　
　

M
2

桝
村

麻
貴

　
「京
都
市
三
大
事
業
」
の
再
検
討
i
上

　

下
水
道
敷
設
問
題
を
め
ぐ
っ
て
I

　
　
　
　
　
　
　

M
2

吉
川

芙
佐

研
究
室
だ
よ
り

　
昨
年

は
、
台
風
、
豪

雨
、
そ

の
う
え
大
地
震
と
、
さ
な
が

ら
天
変
地
異
を
想
わ
す
災
害
が
続
き
ま
し
た
。
実
家
が
大
き

な
被
害

を
蒙

っ
た
学
生
も
二
十
余
人

に
の
ぼ

り
、
そ

の
な
か

に
は
史
学
科

の
学
生
も
含

ま
れ

て
い
ま
す
。
心
よ
り
お
見
舞

申

し
上
げ

ま
す
。

　

四
回
生

は
ほ
ぼ
全
員

が
無
事
卒
論
を
提
出

し
終
え
、　

(
題

目
は
別
掲
)
あ
と
は
最
後

の
関
門
、
試
問
を
待

つ
ば

か
り
で

す
。
そ
れ
も
本
誌
が
発
行
さ
れ

る
時
ま
で
に
は
終

っ
て
い
る

で
し

ょ
う

。

　

三
回
生

は
来
年
度

の
卒
論

ゼ
ミ
所
属
も
決
ま
り
、
最
終
学

年

に
む
け
て
有
終

の
美

を
飾

る
べ
く
、
張
り
切

っ
て

(
?
)

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

二
回
生
も
、
来
年
度

か
ら
専
門
科
灣
の
み
な
ら
ず
教
員

・

学
芸
員
資
格
取
得

の
単
位
も
増
え
る
で
し

ょ
う

か
ら
、
取
り

こ
ぼ

し
の
な
い
様
、
覚
悟
も
新

た
に
し
て

い
る
こ
と
と
思

い

ま
す
。

　

一
回
生

は
昨
年
末
、
専
攻
が
決
定
さ
れ
、
臼
本
史
専
攻
七

六
名
、
東
洋
史
専
攻
三
二
名
、
西
洋
史

専
攻

四
十
名
と
な
り

ま
し
た
。

　
大
学
院

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
後
期
課
程

に
二
人
進
学
し
、

後
期
課
程
在
学
者
は
四
人
と
な
り
、
前
期
課
程

に
七
人
進
学

、

在
籍
者
十
七
人
、
双
方
合
わ

せ
て
大
学
院
生

二

一
人
と
大
世

帯

に
な
り
ま
し
た
。
も
う
現
在

の
研
究
室

で
は
手
狭
で
早
急

に
何
ら

か
の
対
策
が
必
要

と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
教
室

の
ス
タ

ッ
フ
は
、
事
務
員
が
松
井
さ

ん
に
替

っ
て
、
図
書
館
か
ら
安
井
明
子
さ
ん
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

の

他

の

ス
タ

ッ
フ
に
変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
坂

口
先
生
は
目

下
、
ペ

ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
大
学
東

ア
ジ

ア
研
究

セ
ン
タ
ー
の
共

同
研
究
員
と

し
て
滞
米
中
で
す
。
先
生
か
ら
の
お
便
り

に
は
、

研
究
生

活
を

エ
ン
ジ

ョ
イ
さ
れ

て
い
る
様
子
が
う

か
が
わ
れ
、

帰
国
さ
れ
た
折
り

に
は
、
研
究
成
果

は
も
ち
ろ
ん
、
最
新

の

ア
メ
リ
カ
情
報
か
ら
、
新
し
い
料

理
の
レ
シ
ピ
、
隠
れ
た
バ

ー
ボ

ン
の
名
酒
発
見
と
色

々
お
話
が
聞
け
る
も
の
と
楽
し
み

に
し
て

い
ま
す
。

　

一
方

、
残
念

な
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
竹
内
先
生
が
体

調
を
崩

さ
れ
、
十
月

か
ら
休
職
さ
れ
ま
し
た
。
順

調
に
ご
恢

復
と
伺

っ
て
い
ま
す
が
、

一
刻
も
早
く
復
帰
さ
れ
る
こ
と
を

祈

っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
本
年
度

の
先
生
方

の
著
作
活
動
と
し
て
は
、
瀧

浪
先
生
が

『
女
性
天
皇
』
を
集
英
社

か
ら
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

『
最
後

の
女
帝
』
、　

『
帝
王
聖
武
』

に
続

く
、
奈

良
時
代
政

治
史

に
新
し
い
視
界
を
開
く
書

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

是
葬
御

一
読

下
さ

い
。
ま
た
檀

上
先
生

は
、
非
常
勤
講
師

の

木
田
知
生
先
生

と
共
編
著
と
し
て

『
中
国
人
物
列
伝
』
第
三

講
歴
史
家
と
歴
史
書
、
第
四
講
日
中
交
流
史
論

(恒
生
出
版
)

を
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
収

め
ら
れ
て
い
る
論
稿
は

い
ず
れ
も

平
易

に
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
東
洋
史

の
学
生
は
無
論

の
こ
と

日
本
史
、
西
洋
史
専
攻

の
学
生
に
是
非
読

ん
で

い
た
だ
き
た

い
書
物
で
す
。　

　

　
　

　

(
史
学
科
主
任

・
稲
本
紀
昭
)

学

会

委

員

　

二
〇
〇
四
年
度

の
学
会
運
営

に
協
力
し
て
下
さ

っ
た
学
会

委
員
は
次
の
方

々
で
し
た
。
例
年
通
り
史
学
会
諸
行
事

の
企

画

か
ら
運
営

ま
で
、
全
般

に
渡

っ
て
支
え

て
い
た
だ
き

ま
し

た
。
篤
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

委

員

長
　
東
洋
史
三
回
生
　
浦
田
　
真
美

副
委
員
長
　
西
洋
史
三
回
生
　
高
野
　
千
佳

会
　
　
計
　
東
洋
史
三
回
生
　
田
原
　
靖
子

書
　
　
記
　
東
洋
史
三
回
生
　
松
原
　
奈
美

　
　
　
　
　
日
本
史
二
回
生
　
佐
々
木
瑞
穂

　
　
　
　
　
日
本
史
二
回
生
　
永
田
か
が
里

　
　
　
　
　
日
本
史
二
回
生
　
西
川

真
由

　
　
　
　
　
西
洋
史
二
回
生
　
越
野
　
　
綾

　
　
　
　
　
西
洋
史
二
回
生
　
林
　
　
桃
子

一
回
生
　
岡
　
真
由
子

一
回
生
　
北
野
　
里
奈

一
回
生

寺
内

裕
香

一
回
生

久
門

和
子

一
回
生

村
上

沙
織
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彙

京
都
女
子
大
学
史
学
会
会
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
二
〇
〇
三
年
三
月
二
〇
日
制
定
)

(
名
称
)

第

一
条
　
本
会
は
、
京
都
女
子
大
学
史

学
会
と
称
す
る
。

(
事
務
局
)

第

二
条

　
本
会

の
事
務
局

は
、
京

都
女
子
大
学
文
学
部
史
学

　
　
　

　
　
研
究
室

に
置
く
。

(
目
的
)

第
三
条
　
本
会
は
、
史
学

に
関
す
る
諸
問
題

を
研
究
し
、
も

　
　
　

　
　

っ
て
学
界

に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(
会
員
)

第

四
条
　
本
会
は
、
京
都
女
子
大
学
文
学
部
史
学
科

の
専
任

　
　
　

　

教
員

お
よ
び
本
会
が
特

に
認

め
た
者
を
も

っ
て

　
　
　

　

組
織
す

る
。

(事

業
)

第

五
条
　
本
会

は
、
第
三
条

の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
、

　
　
　

　

次

の
事
業
を
行
な
う
。

　

1
　
機

関
誌

『
史
窓
』

の
発
行
。

　

2
　
講
演
会

、
研
究
発
表
会
。

　

3
　
そ
の
他
必
要
な
事

業
。

(
代
表
)

第

六
条
　
本
会

に
代
表
を

一
名
置

く
。
代
表

は
会
員
の
中

か

　
　
　

　
　
ら
互
選

し
、
任
期
は

一
年
間
と
す
る
。

た
だ
し
、

　
　
　

　

再
任

を
妨
げ
な

い
。

(
委
員
会
)

第
七
条
　
　
『
史
窓
』

の
発
行

の
た
め
に
、　
『
史
窓
』
編
集
委

　
　
　

　
　
員
会

を
置
く
。
委
員
は
会
員

の
中

か
ら
互
選

し
、

　
　
　

　

任

期
は

一
年
間
と
す
る
。

た
だ

し
、
再
任

を
妨

　
　
　

　
　
げ
な

い
。
そ

の
構
成
員
は
以

下
の
と

お
り
と
す

　
　
　

　
　
る
。

　

1
　

編
集
委
員
長
　

一
名

　

2
　

編
集
委
員

　
若
干
名

(
総
会
)

第

八
条

　
本
会

の
総
会

は
、

一
年

に

一
回
以
上
開
催
し
、
本

　
　
　

　
　
会

の
重
要
事
項
を
議
決
す
る
。

(事
業
費
)

第
九
条
　
本
会
の
事
業
費
は
、
京
都
女
子
大
学
学
会
・
機
関

　
　
　
　
　
誌
刊
行
経
費
、
そ
の
他
を
も
っ
て
こ
れ
に
当
て

　
　
　
　
　
る
。

(会
則
の
改
廃
)

第
十
条
　
こ
の
会
則
の
改
廃
は
、
総
会
の
議
決
を
経
て
実
施

　
　
　
　
　
す
る
。

附
　
則
　
こ
の
会
則
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
一
日
よ
り
施
行

　
　
　
　

す
る
。

『
史

窓
』

に
関
す

る
規

約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
二
〇
〇
三
年
三
月
二
〇
日
制
定
)

第
一
条
　
京
都
女
子
大
学
史
学
会

(以
下
「本
会
」
と
い
う
)

　
　
　
　
　
は
、
機
関
誌
と
し
て

『史
窓
』
(以
下

「本
誌
」

　
　
　
　
　
と
い
う
)
を
刊
行
す
る
。

第
二
条
　
本
誌
へ
の
投
稿
資
格
者
は
、
本
会
会
員
お
よ
び

　
　
　
　
　
『史
窓
』
編
集
委
員
会
が
特
に
認
め
た
者
と
す

　
　
　
　
　
る
。

第第
四三
条条

 

第
五
条

第
六
条

附
　
則

原
稿
は
、
未
発
表

の
も

の
に
限
る
。

本
誌
に
掲
載

さ
れ

た
作
品

の
著
作

権
は
、
本
会

に

　
属
す
る
。

執
筆
要
項

な
ど
の
細
則

は
、
別

に
定
め
る
。

こ
の
規

約

の
改
廃

は
、
編
集
委
員
会

の
議
決

を
経

　

て
、
総

会
の
承
認
を
得

て
実
施

す
る
。

こ
の
規
約

は
、
二
〇
〇
三
年

四
月

一
日
よ
り
施

行

　
す
る
。

編
　
集
　
後
　
記

　

二
〇
〇

二
年
度
は
、
学
年
暦

の
関
係

で
例
外
的
に
三
月

二

十
日
に
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
最
近

の
こ
と
と
は
い

え
、
と
み
に
記
憶
力
が
衰
え
て
い
る
人
間
が
な
ぜ

、
こ
の
日

に
ち
を
覚

え
て
い
る
か
と
い
う

と
、
そ

の
夜
に
開

か
れ

た
卒

業
パ
ー
テ
ィ
で
、　
「
ブ

ッ
シ
ュ
の
バ

カ
が
戦

争
を
始

め
て
し

ま

っ
た
」
と
松
井
先
生
が
獅
子
臨
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
た
し

か
に
、
そ
れ

は
そ

の
場
に
居
合

わ
せ
た
全
員
が
共
有
す

る
感

庸

で
し
た
。

　
あ

れ
か
ら

二
年
。

ア
メ
リ
カ
国
民

の
相
当
部
分
と
他

の
諸

国
民
の
圧
倒
的
多
数

(
と
は
、
日
本

の
場
合
に
は
言
え
な

い

か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
)
の
強

い
願
望

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ

ッ
シ
ュ
が
再
選
を
果
た
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
圧
倒
的

で
は

な
か

っ
た
に
せ
よ
、
前

回
と
異
な
り
、
明
白

な
多
数
派
を
確

保

し
て
の
勝
利

で
し
た
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
国
民

は
は

っ
き
り

と
ブ

ッ
シ

ュ
を
選
択

し
た
こ
と

に
な
り
ま
す

。
こ
れ

か
ら

四

年
間
、

か
の
御
仁

が
ど

の
よ
う
な
政
治
を
行
う

の
か
不
安

に

満

ち
て
見
守
る

こ
と
に
な

っ
た

の
は
、
わ
れ

わ
れ

の
不
幸
と

い
わ
ざ

る
え
ま
せ
ん
。

　
ブ

ッ
シ

ュ
再
選

の
要
因

は
、
お

い
お
い
、
歴
史
学
や
政
治

学
が
解
明
し
て
ゆ
く

こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
が
、
彼
が
イ
ラ

ク
戦
争

に
踏

み
切

っ
た
理
由

は
、
そ
れ
ら
の
学
問
領
域
と
同

時

に
精
神
分
析
学

の
対
象

に
さ
れ
て
も

よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

彼

の
真
意
が
イ
ラ
ク
の
民
主
化
な
ど
に
は
な
か

っ
た

こ
と
は
、

ほ
ぼ
共
通

の
認
識
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
石
油

そ
の
他

の
利

権

の
確
保
以
外
に
も
目
的
が
あ

っ
た

の
で
は
な
い
か
。

　
ブ

ッ
シ

ュ
の
目
的

は
、
何
よ
り

サ
ダ
ム

・
フ
セ
イ

ン
の
捕

獲

(
殺
害
)
に
あ

っ
た
し
、
そ
れ
は
か
の
イ
ラ
ク
の
独
裁
者

に
父
ブ

ッ
シ

ュ
が
投
影
さ
れ
て

い
た
か
ら
だ
と

い
う

の
が
筆

者

の
考
え
で
す
。

つ
ま
り
、
少

な
く
と
も
当
人

に
と

っ
て
は

「
偉
大
」
だ

っ
た
父
親

へ
の
劣
等
感
i
そ
れ
ゆ
え
、
小
ブ

ッ

シ

ュ
は

ア
ル
獄
ー
ル
依
存
症
に
も
な

っ
た
ー
が
彼
を
衝

き
動

か
し
て

い
た
の
で
は
な

い
で
し

ょ
う

か
。

こ
の
素
人
診
断
が

正
し

い
と
す
れ
ば
、
暗
澹
た
る
気
分
が
強
ま
る

一
方
で
す
。

父
親

に
で
き

な
か

っ
た
再
選
を
果
た
し
た
こ
と

で
、
彼

の
心

が
落
ち
着
く
こ
と
を
願
う

の
み
で
す
。　

　

(
常
松
　
洋
)
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